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なかったら、津

波の襲来に備え

てもっと高台に

非常電源用の施

設を移していた

ら、愚痴かも知

れませんが残念

な事ばかりで

す。

女川原発、福

島第二原発も地

震、津波の条件

は殆ど同じ、立

地条件も同じ

で、何故これほ

どの明暗に分か

れたのでしょう

か。

女川原発は

より震源地に近

い、牡鹿半島に

立地しながら、勿論無傷ではないが、付

近住民が避難して来た位ですから、それ

ほどの被害を受けなかった。それは建設

時、本来の設計図よりもより高台に非常

電源装置を設置したのは担当した現場の

技術者でした。

第二原発の非常電源は建屋の中にあっ

た。ほんの僅かな相違が無限の大きさに

なりました。

事故の最大の要因は、大地震とそれに

伴う大津波であることは明白ですが、そればかりではないことを、朝日新聞夕刊から引用

します。

福島第一原発 号機 年 月 日完成 工費 億円1 BWR-3 GE 1971 3 26 390
号機 年 月 日完成 工費 億円2 BWR-4 GE 1974 7 18 560

当時の我国では原子力建設に関する技術はなく 、アメリカ・ゼネラル・エレクトリGE
ック社 の製品、据え付け工事、調整、技術指導も全てアメリカ、 社が請け負うというGE
「フル・タ－ン・キ－」と呼ばれる契約で、技術的課題は全て 側が請け負う、施工主GE
である東電側は運転開始時にキ－を捻るだけ、これが「フル・タ－ン・キ－」の意味で、

全て丸投げの工事契約であった。

従って安全基準もアメリカ仕様であって、地震は殆どない、歴史的にみても大きな津波

も前例がないアメリカでの災害の最大なのはハリケ－ン、日本では想像もつかない、アメ


